
2022年

※ 今週のアウトルック（11/28～12/2）

　先週は、週初めこそ少し円安が進みましたが、その後は小動きな展開が続きました。

材料視される要因が不足していたようです。

　今週は週末に米国雇用統計の発表を控え、動きずらい展開となりそうですが

発表後も解釈が分かれた場合、その後の動きが難しいものとなりそうです。

　先週のドル円は、月曜日に142円台まで上昇しましたがその後下降に転じ

木曜日には137円台まで下落し、139円台前半でNY市場を終了しています。

　今週は、138円付近のサポートラインの強さが試される展開となりそうですが、

このラインをブレイクした場合は135円付近まで下落する可能性も出てきそうです。

　ドル円の予想レンジは135円から145円です。

　先週のユーロは、145円を挟んだレンジ的な動きとなりました。

ユーロドルの上昇が一服していることが影響しているようです。

　今週は、ユーロドルが1.05付近のレジスタンスをブレイクできるかどうかに

大きく左右されそうです。

　ブレイクできた場合には、148円付近を目指す可能性も出てきそうです。

　ユーロ円の予想レンジは142円から148円です。

　ポンド円は上昇トレンドを継続しながらも169円付近のレジスタンスに阻まれている

状況です。このままブレイクできなければ、再び160円を目指す展開に反転する

可能性が強まりそうです。

　ポンド円の予想レンジは162円から172円です。

　全般的には米ドル高終息への動きが継続しそうですが、金利に関する要人発言には

注意が必要です。
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